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「
道
の
駅
」
は
平
成
５
年
か
ら

現
在
ま
で
１
１
５
４
駅
が
登
録
さ

れ
て
い
る
。
自
動
車
利
用
者
の
安

全
性
・
快
適
性
確
保
の
ト
イ
レ
休

憩
と
共
に
、
交
通
・
観
光
等
地
域

の
情
報
を
得
た
り
地
場
産
品
の
買

い
物
等
が
出
来
、
辛
口
批
評
の
多

い
道
路
政
策
の
中
に
あ
っ
て
も
高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
自
動
車

が
止
ま
る
こ
と
に
よ
り
地
域
と
の

接
点
が
出
来
、
道
路
管
理
者
と
地

域
と
の
連
携
に
よ
り
地
域
が
活
性

化
し
て
い
る
。
今
後
、
防
災
や
地

方
創
生
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
強

化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
道
の
駅
」
は
、
地
方
創
生
と

同
様
、
地
域
特
性
を
生
か
し
他
地

域
と
の
差
別
化
を
図
る
こ
と
が

肝
要
で
、
少
子
高
齢
化
・
人
口

減
少
、
担
い
手
不
足
時
代
、
官

民
連
携
を
高
め
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

　

官
に
は
、
公
正
・
公
平
及
び
質

と
『
ブ
ラ
ン
ド
』
の
維
持
を
図
る

「
道
の
駅
」
の
基
準
策
定
や
、
適

用
に
当
た
っ
て
杓
子
定
規
で
な
く

現
場
に
マ
ッ
チ
し
た
柔
軟
か
つ
弾

力
的
な
対
応
を
期
待
し
た
い
。
民

に
は
、
地
域
と
共
に
共
有
価
値
を

創
造
す
る
Ｃ
Ｓ
Ｖ
（C

reating 
Shared V

alue

）
を
尊
重
し
「
稼

ぐ
」
た
め
の
創
意
工
夫
と
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
力
の
「
磨
き
」
を
期
待
し

た
い
。

官
民
連
携
は
「
言
う
は
易
く
行
う

は
難
し
」。
と
も
す
れ
ば
「
官
尊

民
卑
」
に
陥
り
が
ち
な
風
潮
が
あ

る
。
官
と
民
は
本
質
的
に
価
値
観

や
立
場
が
異
な
る
が
、
官
と
民
の

適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
、
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
精
神
で
相
互
互

恵
、
Ｗ
Ｉ
Ｎ
＝
Ｗ
Ｉ
Ｎ
と
な
る
官

民
連
携
が
求
め
ら
れ
る
。

　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
精
神
は
、

上
下
で
な
く
対
等
な
関
係
、
相
互

補
完
関
係
で
あ
る
。
良
い
夫
婦
関

係
の
様
に
、
互
い
の
立
場
を
理
解

し
、
互
い
が
無
く
て
は
な
ら
な
い

掛
け
替
え
の
な
い
パ
ー
ト
ナ
ー
・

同
伴
者
で
あ
る
こ
と
を
認
め
信
頼

し
得
る
関
係
を
築
き
、
足
を
引
っ

張
ら
ず
手
を
携
え
歩
ん
で
行
く
こ

と
で
あ
る
。

　

時
に
は
「
夫
唱
婦
随
」
時
に
は

「
婦
唱
夫
随
」の
様
に
、時
に
は「
官

民
連
携
」時
に
は「
民
官
連
携
」を
、

更
に
は
「
民
間
連
携
」
や
よ
り
広

域
的
な
「
官
民
連
携
」
を
期
待
し

た
い
。
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「
道
の
駅
」
と
官
民
連
携

　
「
一
般
社

団
法
人
全
国

道
の
駅
連
絡

会
」
の
発
足

を
心
よ
り
お

　

全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
は
４
月
、「
一
般
社
団
法
人
全
国
道

の
駅
連
絡
会
」
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
全
国
「
道
の
駅
」

連
絡
会
が
発
足
し
た
２
０
１
２
年
以
来
７
年
間
、
会
長
と
し
て
道

の
駅
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
本
田
敏
秋
岩
手
県
遠
野
市
長

か
ら
、
法
人
化
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
特
別
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
い

た
。

研
究
者
の
必
携
書
と
位
置
付
け
ら

れ
、
２
８
０
㌻
に
も
及
ぶ
指
針
と

な
る
書
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
に
は
道
の
駅
の
活
躍

が
評
価
さ
れ
、
公
的
施
設
と
し
て

初
め
て
日
本
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
大

賞
を
受
賞
し
、
当
時
の
太
田
昭
宏

国
土
交
通
大
臣
に
受
賞
報
告
も
い

た
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
国
が
地

方
創
生
と
い
う
風
を
吹
き
起
こ
し

て
い
る
、
こ
の
風
を
し
っ
か
り
と

い
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
起

こ
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
会
長
を
務
め
て
い
た
間
は

大
変
残
念
な
こ
と
に
激
甚
災
害
が

多
く
発
生
し
た
時
期
で
も
あ
り
ま

し
た
。
熊
本
地
震
や
九
州
北
部
豪

雨
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
ほ
か

多
く
の
台
風
、
地
震
、
大
雨
の
災

害
が
発
生
。
そ
の
度
に
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
、
道
の
駅
が
災
害
発
生

か
ら
復
興
に
か
か
る
ま
で
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

駐
車
場
の
広
い
道
の
駅
は
車
中

泊
の
場
を
提
供
、
自
治
体
か
ら
避

難
場
所
の
指
定
を
受
け
て
い
る
道

の
駅
は
炊
き
出
し
や
毛
布
な
ど
の

用
意
、
高
速
道
路
が
寸
断
さ
れ
た

地
域
で
は
自
衛
隊
が
甚
大
な
被
災

場
所
に
向
か
う
中
継
拠
点
に
な
る

な
ど
、
各
々
が
生
か
せ
る
役
割
を

最
大
限
発
揮
し
ま
し
た
。
復
興
の

場
面
に
な
れ
ば
、
被
災
し
た
地
域

の
特
産
品
を
他
の
道
の
駅
が
応
援

販
売
し
た
り
、
被
災
地
の
商
品
を

集
め
た
フ
ェ
ア
を
開
催
し
た
り
し

て
、
風
評
被
害
の
払
拭
や
地
域
経

済
の
活
性
化
に
向
け
、
道
の
駅
が

連
携
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
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国
土
交
通
省
は
昨
秋
「
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
と
道
の
駅
に

お
け
る
子
育
て
応
援
の
取
組
方
針
」
を
示
し
、
24
時
間
利

用
可
能
な
ベ
ビ
ー
コ
ー
ナ
ー（
授
乳
室
・
お
む
つ
交
換
台
）、

妊
婦
向
け
屋
根
付
き
優
先
駐
車
ス
ペ
ー
ス
、
お
む
つ
の
ば

ら
売
り
の
三
つ
の
基
本
機
能
を
、 

概
ね
３
年
以
内
に
整
備

完
了
す
る
こ
と
、
と
し
ま
し
た
。
中
で
も
24
時
間
利
用
可

能
な
ベ
ビ
ー
コ
ー
ナ
ー
は
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
整
備
率

約
９
割
に
対
し
、 

道
の
駅
の
整
備
率
は
約
１
割
に
留
ま
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

鳥
取
県
の
道
の
駅
「
き
な
ん
せ
岩
美
」
が
い
ち
早
く

導
入
し
た
完
全
個
室
の
可
動
式
ベ
ビ
ー
ケ
ア
ル
ー
ム

「m
am

aro (

マ
マ
ロ
）」
を
ご
存
じ
で
す
か
？　

子
育
て

関
連
の
Ｉ
Ｔ
企
業
・
Ｔ
ｒ
ｉ
ｍ
株
式
会
社
が
製
造
・
販
売

す
る
「m

am
aro

」
は
、
木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
ら
れ

る
個
室
で
授
乳
、 

お
む
つ
替
え
、 

離
乳
食
な
ど

ベ
ビ
ー
ケ
ア
全
般
に
利
用
で
き
ま
す
。
キ
ャ
ス

タ
ー
付
き
の
可
動
式
で
、
施
設
側
で
簡
単
に
移

動
で
き
、
コ
ン
セ
ン
ト
一
つ
で
す
ぐ
使
え
、 

高

額
な
工
事
費
も
工
期
も
か
か
り
ま
せ
ん
。
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
に
も
配
慮
し
、
内
蔵
の
各
種
セ
ン

サ
ー
が
不
正
利
用
を
検
知
、
ア
ラ
ー
ト
機
能
も

標
準
搭
載
し
て
い
ま
す
。

　
「m

am
aro

」
は
防
災
の
備
え
に
も
有
効
で

す
。
災
害
時
の
防
災
拠
点
機
能
を
持
つ
道
の
駅

は
、
災
害
時
に
弱
者
と
な
り
や
す
い
女

性
や
子
ど
も
の
安
全
確
保
が
課
題
。
完

全
個
室
で
移
動
可
能
な
た
め
災
害
時
も

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
確
保
で
き
ま
す
。

　
「A

ll For m
om

,For all m
om

」

が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
Ｔ
ｒ
ｉ
ｍ
は
、
育
児

課
題
に
留
ま
ら
ず
社
会
課
題
を
も
解
決

す
る
「
イ
ン
フ
ラ
」
と
な
る
プ
ロ
ダ
ク

ト
を
提
案
し
続
け
ま
す
。

木
の
ぬ
く
も
り
設
置
型
授
乳
室

道の駅「きなんせ岩美」が
導入した完全個室の可動式
ベビーケアルーム mamaro 

「
道
の
駅
」
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら 太田昭宏国交相（当時）にマー

ケティング大賞受賞記念のクリ
スタルカップを披露する本田敏
秋全国「道の駅」連絡会会長

生
み
出
し
、
災
害
時
に
は
避
難
場

所
や
物
資
の
中
継
基
地
に
様
変
わ

り
す
る
な
ど
、
防
災
や
地
方
創
生

の
拠
点
と
し
て
、
役
割
を
拡
大
さ

せ
て
い
ま
す
。

　

全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
は
、

全
国
９
ブ
ロ
ッ
ク
の
「
道
の
駅
」

連
絡
会
を
ま
と
め
、
地
域
に
欠
か

せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
道
の

駅
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
固
な

も
の
に
し
、
災
害
時
の
連
携
強
化

や
優
良
事
例
の
情
報
共
有
、
道
の

駅
の
質
の
向
上
を
目
的
と
し
て
発

足
し
ま
し
た
。

　

こ
の
目
的
達
成
の
た
め
、
道
の

駅
の
好
事
例
共
有
や
災
害
時
の
連

携
強
化
、
全
国
の
道
の
駅
が
情
報

を
共
有
す
る
た
め
、
地
域
な
ら
で

は
の
創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し
た
全

国
総
会
の
開
催
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

道
路
や
観
光
関
係
の
有
識
者
の

皆
様
に
協
力
を
い
た
だ
き
、
平
成

29
年
に
は
教
科
書
「
道
の
駅
」
を

発
刊
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
冊
子

は
、
道
の
駅
の
新
た
な
関
係
者
、
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特
別
寄
稿
　
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
　
初
代
（
前
）
会
長
　
本
田
敏
秋
・
岩
手
県
遠
野
市
長

祝
い
い
た
し
ま
す
。「
道
の
駅
」

は
平
成
５
年
の
制
度
開
始
以
来
26

年
が
経
ち
、
平
成
31
年
４
月
現
在

１
１
５
４
カ
所
が
登
録
さ
れ
、
今

も
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

元
々
休
憩
施
設
と
し
て
開
始
し

た
道
の
駅
で
す
が
、
現
在
は
地
域

の
特
性
を
生
か
し
た
商
品
の
販
売

や
、
道
の
駅
そ
の
も
の
が
観
光
機

能
を
持
つ
な
ど
、
地
域
に
仕
事
を

受
け
止
め
活
力

と
元
気
の
創
出

を
地
域
も
考
え

な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
感
じ

ま
し
た
。「
帆

柱
を
立
て
帆
を

張
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」、

そ
の
帆
柱
は
道

の
駅
、
帆
は
連

絡
会
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
と
、

大
臣
室
で
発
言

し
た
こ
と
を
つ

近つ飛鳥の里・太子
西本武史道の駅担当課長

　複数の天皇陵、聖徳太子御廟などロ

大阪府太子町山田 2265-1
国道 166 号　TEL.0721-98-2786

マン漂う歴史遺産が周辺に数多く残され、わが国
最古の官道「竹内街道」もすぐ横を通っており、「近
つ飛鳥」の観光に便利です。7 月～ 9 月にはぶど
う、10 月末から 12 月にはみかんといった太子町
の特産品がお手頃価格で手に入ります！

さらべつ
三好光幸駅長

　帯広空港から車で約 10 分。日高山脈

北海道更別村弘和 464-1
道道 238 号更別幕別線 TEL.0155-53-3663

の雄大で美しい景観と広がる田畑に囲まれた道の
駅です。特産品のすももを加工した商品を取り揃
え、更別産小麦きたほなみを 100％使用したうど
んも人気商品。6 月上旬から 11 月上旬まで土日
限定で、農家直送新鮮野菜市も開催しています。

木更津 うまくたの里
後藤久也駅長

　地元農家から毎日届けられる野菜・

千葉県木更津市下郡 1369-1
国道 410 号　TEL.0438-53-7155

果物やご当地グルメ、お土産品など扱う商品数は
約 2 千点。さらに地元の人気店「のうえんカフェ」

「せんのんの木」がコラボした「のうえんカフェ
レストラン＆ツリー」では、ここでしか味わえな
い料理とスイーツをご提供しております。

道の駅広がる子育てインフラ～ママと赤ちゃん守る mamaro ( ママロ）～


